
令和５年度 第１回 長岡警察署協議会議事概要

開催日時 令和５年６月30日（金）午後３時30分から午後５時30分まで

開催場所 長岡警察署講堂

石曽根委員 近藤委員 酒井委員

計12人委 員
佐藤（央）委員 佐藤（義）委員 須栗委員

田中（康）委員 田中（友）委員 番場委員（ ）定数15人
星野委員 丸山委員 吉住委員

（50音順）出席者

金子署長 川瀬地域官 村山刑事官

山上会計官 遠藤警務課長 今井留置管理課長

計13人警 察 中村生活安全課長 野平地域第一課長

山田地域第二課長 板谷地域第三課長

小林刑事第二課長 金塚交通課長 山崎警備課長

委嘱状の交付

第１回長岡警察署協議会に先立ち、長岡警察署協議会委員委嘱状交付式において、

署長から委嘱状の交付を受けた。

会長及び副会長の選出

委員による互選により、会長に田中（康）委員、副会長に酒井委員をそれぞれ選出

した。

前回の答申事項に対する業務推進状況

署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について下記のとおり説明があっ

た。

１ 地域の犯罪情勢に即した犯罪抑止対策の推進

(1) 安心感を高める街頭活動の強化

ア 制服警察官やパトロールカーによる「見せる警戒 「見守り活動」を強化」

イ 犯罪の多発時間帯・地域に重点を置いた効果的な警ら活動を推進

ウ 積極的な職務質問による犯罪の抑止・検挙活動を推進

エ 効果的な巡回連絡による特殊詐欺等の犯罪や交通事故の抑止、困り事等の把握



(2) 特殊詐欺被害防止対策の強化

(3) 子供女性安全対策の推進

２ 悪質・重要犯罪、組織犯罪の検挙

(1) 重要犯罪、重要窃盗犯罪の検挙活動の強化

(2) 組織犯罪の検挙活動の強化

３ 交通事故防止対策の推進

(1) 高齢者交通事故防止対策の強化

(2) 通学路・生活道路における交通事故防止対策の強化

諮問

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。

１ 地域の犯罪情勢に即した犯罪抑止対策の推進

(1) 安心感を高める街頭活動の強化

(2) 特殊詐欺被害防止対策の強化

(3) 子供女性安全対策の推進

２ 悪質･重要犯罪、組織犯罪の徹底検挙

(1) 悪質・重要犯罪の検挙活動の強化

(2) 組織犯罪の検挙活動の強化

３ 交通事故防止対策の推進

(1) 高齢者交通事故防止対策の強化

(2) 通学路・生活道路における交通事故防止対策の強化

答申

、 、 。長岡警察署協議会として協議 検討した結果 諮問のとおり推進するよう答申した

意見・要望・質疑等（○は署長等の説明）

１ 前回の答申事項に関する取組について

、 。(1) 令和４年中 交通事故による高齢者の死亡者数が減少した要因について伺う

○ コロナ禍では開催が難しかった高齢者安全教室の開催など、高齢者に直接働

きかける機会が増加し、高齢者の交通安全意識の向上を図ることができたこと

が減少の要因と考えられます。

(2) 金融機関における特殊詐欺被害防止対策について伺う。

○ 金融機関から通報を受けた警察官が、高額引き出しの手続きに来た高齢者等

に対して、被害防止の観点から質問等を行います。特殊詐欺被害を防止できる

場合もあるので、御理解をお願いいたします。

(3) 不用品の買い取り業者に応じると、どのような犯罪の被害に遭うのか伺う。

○ 不用品買い取り業者の全てが悪質業者という訳ではありません。但し、中に

は半ば強引に何らかの品物を買ったことにして持ち帰ってしまう「押し買い」

もあるので、注意する必要があります。



(4) 特殊詐欺の首魁を検挙できているか伺う。

特殊詐欺は組織的に行われています。犯罪組織が世界各国に分散して実行す

るケースもあり、首魁の検挙が困難であるのが現状です。

しかし、警察では常に首魁の検挙を目指して事件捜査を推進しています。

２ 諮問事項に関する意見等

(1) 信号機が設置されていない横断歩道における歩行者保護について伺う。

○ 横断歩行者妨害違反の取締りや、交通安全教室等を通じて、ドライバーには

、 「 」 、横断歩道における歩行者保護の徹底を 歩行者には 渡るよサイン について

それぞれ重点的に指導しています。

(2) 中学生を対象とした特殊詐欺やＳＮＳ等への動画投稿を巡る犯罪防止対策に

ついても取り組む必要がある。

○ 学校警察連絡協議会で学校関係者に周知するとともに、防犯教室において、

子ども達に直接伝えていきます。

３ その他の意見等

(1) 小学生や中学生の補導状況について伺う。

○ 長岡署管内では、今年に入り、生徒間における暴力・粗暴行為の発生が多く

見受けられます。この傾向は県下全体で見られ、少年非行の総数が減少する中

で、小学校における生徒間の暴力行為が増加しており、暴力・粗暴行為の低年

齢化が進んでいます。

(2) 最近の小学生や中学生が当事者となった交通事故の状況について伺う。

本年２月以降、小中学生が怪我をした交通事故が３件発生しました。

この他にも、怪我はしていませんが、自転車走行中の児童と自動車が衝突す

る交通事故も発生しています。

(3) 今年の長岡大花火大会では会場内での飲酒も認められるが、事故のない警備

を実現していただきたい。

○ 長岡警察署では、長岡まつり対策室を設置して対策を進めています。

本県最大規模の雑踏警備であることから、多くの警備人員を動員し、主催者

と連携して安全安心な大花火大会の実現に努めます。

「速度等取締り指針」の策定

、 、 。交通課長から 交通事故発生実態に合わせた速度等取締りの説明があり 了承した


